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中国宋代の詩人蘇軾の以下の作品について注解を施す。括弧内の数字は東北大学中国文学研究室作成『蘇東坡詩作品表』による通し番号。劉景文が贈らるるに和す（一八二三）劉景文が「雪」に和す（一八二四）前韻に次ぎて劉景文を送る（一八二五）
山を以て欧陽叔弼に贈る（一八二六）
蘇軾詩注解（十七）
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新渡寺の席上、趙景
・陳履常が韻に次ぎて、欧陽叔弼を送る。比來諸君唱和するに、叔弼但だ手を袖にして
睨するのみ。別るるに臨んで、忽ち一
を出だす。頗る淵明の風致有り。坐 　
皆な驚嘆す（一八二七）
趙景
が「春思」に次韻し、且つ呉越の山水を懐う（一八二八）
陳履常が「張公の
潭」に次韻す（一八二九）
一八二三（施注三一―一一）和劉景文見贈
劉りゆう
景けい
文ぶん
が贈
おく
らるるに和
わす
1　
元
本志陋曹
　　　　　　　
元げん
が
りゆう
本ほん
志し　
曹そう
・呉
ごを陋
かろ
んず
2　
豪氣崢嶸老不除 　　　　　　　
豪ごう
気き　
崢そう
嶸こう
として老
おいて除
つきず
3　
失路今爲
等伍 　　　　　　　
路みち
を失
うしな
いて 　
今いま　
等
かい
とら
伍ごを為
なす
4　
作詩
似建安初 　　　　　　　
詩しを作
つく
りて 　
猶なお建
けん
安あん
の初
はじ
めに似
にたり
5　
西來爲我風
面 　　　　　　　
西にし
に来
きたりて我
わが為
ため
に 　
風かぜ　
面おもて
を
く
くろ
し
6　
獨臥無人
縞廬 　　　　　　　
独ひと
り臥
がして人
ひと
無なく 　
雪ゆき　
廬いおり
を縞
しろ
くす
7　
留子非爲十日飮 　　　　　　　
子しを留
とど
むるは十
じゆう
日じつ
の飲
いん
を為
なさんとに非
あら
ず
8　
令安世誦亡書 　　　　　　　
安あん
世せい
をして亡
うしな
われし書
しよ
を誦
しよう
せしめ 要
よう
す
元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。知潁州として潁州にあった。○劉景文 　
劉季孫、字は景文のこと。 『蘇軾詩注解（三） 』に収める「次韻して劉景文左蔵に答う」詩の詩題の注 参
照。劉景文のもとの詩は伝わらない。
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1 
2○元
・豪気二句 　
元
は、三国魏の陳登のこと。元
は字。 『三国志』魏書・陳登伝に、 「 （許）汜
し曰く、
「
陳
元
は湖海の士にして豪気除
つきず
」
と」とある。蘇軾は「次韻して邦直・子由に答う 　
五首」その四（ 『蘇東坡詩集』
第四冊二六七頁）でも、 「恨むらくは揚子一区の宅無きを、臥するに懶
ものう
し 　
元
百尺の楼」と詠じている。○本志 　
もともとの志意。 『後漢書』班超伝に、 「 （班）超 　
于う寘てん
の終
つい
に其の東するを聴
ゆる
さざるを恐れ、又た本志を遂げんと欲
して、乃ち更に疏
そ勒ろく
に還る」とある。○崢嶸 　
山が高くそびえたつさま。班固
「
西都の賦
」（ 『文選』巻一）に、 「是
ここ
に於て霊草冬に栄え、神木叢生し 巌峻は
ゆう
しゆつ
として、金石は崢
そう
嶸こう
たり」とある。ここでは陳登の他に屈しない気性
が際立っ いるこ をいう 蘇軾は 「参寥師が秦太虚に寄する三絶句に次韻す。時 秦君 　
進士に挙げらるるに得ず」
詩（ 『合注』巻一七）でも 「得喪の秋毫なる 　
久しく已に冥し、須
もち
いず 　
此を聞いて気の崢嶸たることを」と詠じて
いる。二句は劉景文を陳登になぞらえて詠じたものである。
3○失路 　
栄達の道から外れていること。揚雄「解嘲」
（ 『文選』巻四五）に、
「
塗みち
に当たる者は青雲に升り、路を失う者は溝渠に委
すてらる
」
とある。○爲
等伍 　
『史記』淮
陰侯列伝に、 「 （韓）信 　
門を出でて笑いて曰く、
?
生きて乃ち（樊）
等
かい
と伍を為せり
?
と」とある。一句は、韓信
が漢王劉邦に黜
しりぞ
けられて、樊
と同列の身分にまで落とされたと歎じた故事に、劉景文の境遇をなぞらえている。
4
○建安 　
後漢献帝の治世 （一九六～二二〇） 。 そのころ建安七子たちに代表される詩人が慷慨磊落の詩風を競っていた。
『文心彫
』明詩に「建安の初めに曁
およ
んで、五言騰踊す。文帝・陳思 　
轡を縦
ほし
いままにして以て節を騁せ、王（粲） ・
劉（楨） ・応（
） ・徐（幹）
 
路を望んで駆を争う。 （中略）慷慨以て気に任せ、磊
らい
落らく
以て才を使う」とある。
5○西
来 　
隰しゆう
州（いまの山西省隰県）知事として赴任する劉景文が、その途中杭州から潁州に立ち寄ったことをいう。○風
面 　
風塵に冒されて顔が汚れて黒くなること。 『戦国策』秦策一（校注巻三）に、 「 （蘇秦）形容枯槁し、面目
れい
黒こく
せり」とある。また、杜甫「王二十四侍御契に贈る 　
四十韻」 （ 『杜詩詳注』巻一三）に、 「面を会わせて
黒を嗟き、
悽を含んで苦辛を話す」とある。
6○独臥一句 　
蘇軾が雪の降るなか独り寝をするさまは、 『後漢書』袁安伝の李賢
注に 『汝南先賢伝』 を引いて、 時に大いに雪ふりて地に積もること丈余なり。 （中略） 袁安が門 至るに行路有る無し。謂おも
えらく安已
すで
に死せり、 と。人をして雪を除いて戸に入らしむ。見るに安は僵臥せり」 とあるのを踏まえるか。縞は、
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謝恵連「雪の賦」 （ 『文選』巻一三）に、 「隰
さわ
を眄
みれば則ち万頃同
とも
に縞
しろ
く、山を瞻
みれば則ち千巌倶に白し」とある。
7
○為十日飲 　
十日間にわたって酒を飲み続けること。客を引き留めて歓を尽くすことをいう。 『史記』 范
はん
雎しよ
伝にみえる、
秦の昭王が平原君に送った書簡に、 「寡人 　
君の高義を聞けり。願わくは君と布衣の友為
たらん。君 　
幸いに寡人に過
よぎ
れ、
寡人 　
願わくは君と十
じゆう
日じつ
の飲を為
なさん」とある。蘇軾は「李公択を送る」詩（ 『蘇東坡詩集』第四冊五二九頁）でも、
「楽しき哉 　
十日の飲、
かん
と
かん
して和して流れず」と詠じている。
8○安世 　
漢の張安世、字は子
し孺じゆ
のこと。 『漢書』
張安世伝に、 「上
 
河東に行幸するとき、嘗て書三篋を亡う。詔して問うに能く知るもの無し。唯だ安世のみ之を識
しる
して、具さに其の事を作す。後に購い求めて書を得、以て相校するに遺失する所無し」とある。一句は劉景文の博覧強記ぶりを張安世にたとえて褒めたも 。
　
陳元
は曹操や孫権などもとより恐れませんでしたが、景文どのはその意気軒昂を老いた今も存しておられ
ます。樊
の如きものと伍するとは、と嘆いた韓信同様に不遇であるとはいうものの、景文どのの詩は、建安
初期の風骨を具えるに似た立派な作風です。
　
わたしのためにはるばる西に来られてお顔は風塵にさらされ 黒ずんでしまいました。わたしはといえば寂
しく一人寝をして友もなく草廬は雪をかぶって白くなっています。お引き留めするのは何日も続けて飲もうと思ってではなく、失われてしまった書物について当今の張安世どのに教えを乞うためな です。
一八二四（施注三一―一二）和劉景文
劉景文が「雪」に和す
1　
占雨
得
　　　　　　　　
雨あめ
を占
うらな
いて又
また雪
ゆき
を得
えたり
南山読蘇会
五
194
2　
龜
欺我哉 　　　　　　　　
亀き　
寧なん
ぞ我
われ
を欺
あざむ
かんや
3　
似知吾輩喜 　　　　　　　　
吾わが輩
はい
の喜
よろこ
ぶを知
しるに似
にて
4　
故及醉中來 　　
故ゆえ
に酔
すい
中ちゆう
に及
およ
んで来
きたる
5　
子愁氷硯 　　　　　　　　
童どう
子じは氷
ひよう
硯けん
を愁
うれ
い
6　
佳人苦膠杯 　　　　 　　
佳か人じん
は膠
こう
杯はい
に苦
くる
しむ
7　
堪李常侍 　　　　
んぞ堪
たえん 　
李り
常じよう
侍じの
8　
入蔡夜銜枚 　　　　
蔡さい
に入
いりて 　
夜よる　
枚ばい
を銜
ふく
みしに
元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。○劉景文 　
劉季孫、字は景文のこと。劉景文のもとの詩は伝わらない。
1 
2○占雨・亀寧二句 　
『左伝』昭公二十五年に、 「初め、臧
ぞう
昭しよう
伯はく　
晉に如
ゆく。臧
ぞう
会かい　
其の宝
ほう
亀き僂る句くを窃んで、以て
信と僭
せん
とを為さんことを卜すに、僭は吉なり。 （中略）昭伯の（昭）公に従うに及んで、平子 　
臧会を立つ。会曰く、
「
僂句
 
我を欺かざるなり
」
と」とある。
4○酔中来 　
白居易「韋蘇州に別る」詩（ 『白居易集箋校』巻一三）に、 「百
年
 
愁いの裏
うち
に過ぎ、万感 　
酔いの中に来たる」とある。
5○氷硯 　
寒さのために水が氷ってしまった硯。蘇軾「次
韻して舒教授が余の蔵する所の墨を観るに答う」詩（ 『蘇東坡詩集』第四冊六二八頁）に、 「君が此の詩を聞いて当に大いに笑うべし、寒窓 冷硯 　
氷 　
水に生ず」と詠じている。その注も参照。
6○膠杯 　
寒さのために酒が氷ってし
まった杯。王注に引く趙次公注に、 「膠杯は『荘子』 （逍
遊
）の
「
杯に置けば則ち膠せん
」
に出づ。而るに此の所
いわ
謂ゆる
膠杯は乃ち是れ酒の凍れるなり」という。いま、その解に従う。
7 
8○
堪・入蔡二句 　
唐の散騎常侍李愬
そは元
和十二（八一七）年冬十月に、呉元済を討伐するために蔡州に夜襲をかけた。 『旧唐書』李愬伝は、その時の強行軍のさまを、 「陰
いん
晦かい
雨雪にして、大風 　
旗き旆はい
を裂き、馬は慄
おのの
いて躍
すす
む能わず。士卒は寒きに苦しみ、戈を抱いて僵
きよう
仆ふす
る者 　
道路に相望む」と記している。蘇軾は「大雪の青州の道上」 （ 『蘇東坡詩集』第四冊一六八頁）に、 「君は是れ
蘇軾詩注解（十七）
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淮西の李侍中が、夜 　
蔡州に入りて呉元済を縛取するにあらず」と詠じている。その注も参照。○銜枚 　
奇襲をかけ
るときに箸のような木片を兵士や馬の口に含ませて声を立てないようにすること。 『漢書』高帝紀に、 「章
しよう
邯かん　
夜 　
枚を銜んで項梁を定陶に撃ち、大いに之を破って項梁を殺す」とある。
　
占って得た卦は雨でしたの 何と雪が降りました。亀がわたしを欺くはずなどありません。われわれが喜ぶ
ことを知っているようで、ことさらに宴のさなかに降ってきたのです。　
童わ
ら
べ子は硯の墨が凍りそうなことを思い悩み、佳
きれい
人どころ
は杯中の酒が凍りそうなことを気にしています。しかしそ
れもこれも李常侍が、蔡州を襲うため厳寒の夜に枚
ばい
を含んで秘かに行軍した折の苦労とはくらべものになりま
すまい。
 
（担当 　
中 　
裕史）
一八二五（施三一―一三）次
劉景文
前ぜん
韻いん
に次
つぎて劉
りゆう
景けい
文ぶん
を送
おく
る
1　
白雲在天不可呼 　　　
白はく
雲うん　
天てん
に在
ありて呼
よぶ可
べからず
2　
豈肯留
隅 　　　
明めい
月げつ　
豈あに肯
あえ
て庭
てい
隅ぐう
に留
とど
まらんや
3　
怪君西行八百里 　　　
怪あや
しむ 　
君きみ　
西せい
行こう
八はつ
百ぴやく
里り
4　
淸坐十日一事無 　　
清せい
坐ざすること十
じゆう
日じつにして 　
一いち
事じ無なきを
5　
路人不識呼
書 　　　
路ろ人じん
は識
しらずして尚
しよう
書しよ
と呼
よび
6　
但見凛凛雄千夫
＊　　　
但ただ見
みる 　
凛りん
凛りん
として千
せん
夫ふに雄
ゆう
たるを
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7　
豈知入骨愛詩酒 　　　
豈あに知
しらんや 　
骨ほね
に入
いりて詩
し酒しゆ
を愛
あい
し
8　
醉倒正欲蛾眉扶 　　
酔すい
倒とう
して正
まさ
に蛾
が眉びに扶
たす
けられんと欲
ほつ
するを
9　
一
向人寫肝肺 　　　
一いつ
ぺん　
人ひと
に向
むかって肝
かん
肺ぱい
を写
うつ
し
10　
四
知我霜鬢須
＊＊　　　
四し海かい　
我わが霜
そう
鬢びん
須しゆ
を知
しる
11　
歐陽趙陳皆我有 　　　
欧おう
陽よう
・趙
ちよう
・陳
ちん
は皆
みな我
わが有
ゆう
12　
豈謂夫子駕復
　　　
豈あに謂
おも
わんや 　
夫ふう
子しの駕
がを復
また
げま
んとは
13　
邇來
見三黜柳 　　　
邇じ来らい
又また三
さん
黜ちゆつ
の柳
りゆう
を見
みて
14　
共此煖熱餐
蘇 　　
共とも
に此
ここ
に煖
だん
熱ねつ
す 　
を
せん
餐さん
する蘇
そ
15　
酒肴酸薄紅粉
　　　
酒しゆ
肴こう
酸さん
薄はく
にして紅
こう
粉ふん
暗くら
く
16　
有潁水淸而
　　
だた
潁えい
水すい
の清
きよ
くして
し
うつく
き有
あり
17　
一
寂寞風雨散 　　　
一いつ
朝ちよう　
寂せき
寞ばく
として風
ふう
雨うのごとく散
さん
じ
18　
對影誰念
與吾
＊＊＊　　　
影かげ
に対
たい
して誰
たれ
か月
つき
と吾
われ
とを念
おも
わんや
19　
何時歸帆泝江水 　　　
何いず
れの時
とき
か 　
帰き帆はん　
江こう
水すい
を泝
さかのぼ
り
20　
春酒一變甘棠湖
＊＊＊＊　　　
春しゆん
酒しゆ
一いつ
変ぺん
せん 　
甘かん
棠とう
湖こ
〔原注〕君一馬兩僕、率然相訪、
旅多呼
書、
謂君
頭也（君
きみ
は一
いち
馬ば
両りよう
僕ぼく
にて、率
そつ
然ぜん
として相
あい
訪たず
ぬ。
逆げき
旅りよ　
多おお
く尚
しよう
書しよ
と呼
よび、意
お謂もうに、君
きみ
は都
ず頭とう
なり、と）
〔＊＊〕君前有詩見寄云、四
共知霜鬢滿、重陽曾插菊
無（君
きみ
前さき
に詩
しの寄
よせらるる有
ありて云
いう、 「四
し海かい
共とも
に霜
そう
鬢びん
満みつるを知る、重
ちよう
陽よう
に曽
かつ
て菊
きく
花かを挿
さすや無
いな
や」と）
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〔＊＊＊〕郡中日與歐陽叔弼、 趙景
、 陳履常相從、 而景文復至、 不數日柳戒之亦見
、 賓客之盛、 頃
未有。
然
數日叔弼・景文・戒之皆去矣 （郡
ぐん
中ちゆう
日ひび欧
おう
陽よう
叔しゆく
弼ひつ
、 趙ちよう
景けい
、
きよう
陳ちん
履り常じよう
と相
あい
従したが
い、 而
しか
して景
けい
文ぶん
復また至
いた
り、
数すう
日じつ
ならずして柳
りゆう
戒かい
之しも亦
また過
よぎ
らる。賓
ひん
客きやく
の盛
さか
んなること、
頃ちかごろ
未いま
だ有
あらざる所
ところ
なり。然
しか
るに又
また数
すう
日じつ
にして叔
しゆく
弼ひつ
・景
けい
文ぶん
・戒
かい
之し皆みな去
されり）
〔＊＊＊＊〕景文
卜居九江、
甘棠湖（景
けい
文ぶん
近ちか
ごろ居
きよ
を九
きゆう
江こう
に卜
ぼく
して、甘
かん
棠とう
湖こに近
ちか
し）
元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。○前韻 　
作品番号一八一七「劉景文が至るを喜ぶ」詩（ 『蘇軾詩注解（十六） 』 ）の韻字をそのまま用いる。○送劉景
文 　
劉季孫（字は景文）が隰
しゆう
州（現在の山西省）へ知事として赴くのを送別すること。元祐七年十月の蘇軾「劉季孫
に賻贈を乞う状」 （ 『蘇軾文集』巻三五）に「近く朝廷の
いぬ
て隰州に知たらしむるを蒙り、今年五月 　
官所に卒す」
とあり、劉季孫は隰州知事に着任してすぐに亡くなった。齢六十であった。
1○白雲在天 　
遠く隔たったところにいる親友をいう。 『穆天子伝』巻三に「天子 　
西王母に瑤池の上
ほとり
に觴
さかずき
す。西王
母 　
天子が為
ため
に謡いて曰く、
「
白雲 　
天に在り、山陵 　
自ら出づ、道里悠遠として、山川 　
之を間
へだ
つ、将
ねが
わくは子
しの
死すこと無く、 尚
ねが
わくは能く復た來たらんことを
」
と」とある。
2○明月 　
友を指す。李白「晁
衡を哭す」詩（ 『李
太白全集』巻二五） 「明月帰らず碧海に沈み、白雲愁色 　
蒼梧に満つ」とある。
3○怪君 　
相手の行いやありかた
を不思議がること。蘇軾「秀州に至りて銭端公安道に贈り……」詩（ 『蘇東坡詩集』第二冊四四五頁）に「怪しむ
　
君が顔采却って秀発するを、乃ち遷謫反って便美なる無からんや」とある。○西行八百里 　
劉季孫が、杭州からはる
か西にある潁州まで、遠い道のりをやってきたことをいう。
4○清坐 　
何のもてなしもされず、ただ座っているこ
と。韓
「唐の故朝
大夫尚書庫部郎中
君が墓誌銘」 （ 『韓昌黎集』巻三二）に「其の空無の時に遇わば、客至るも
清坐し相看て、竟日
 
食を設くる能わず」とある。○一事無 　
なすことが何一つ無いこと。杜甫「今夕行」 （ 『杜詩詳
注』巻一）に「咸陽の客舍 　
一事無く、相与
とも
に博塞して歓
を為す」とある。
5○路人 　
事情を知らない通りすがり
南山読蘇会
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の人々。蘇軾「辛丑十一月十九日、 既に子由と
州西門の外に別れ……」詩（ 『蘇東坡詩集』第一冊二四六頁）に「路
人は行歌し 　
居人は楽しむ、
僕は我が苦
はなは
だ悽惻なるを怪しむ」とある。○尚書 　
蘇軾「前韻に次ぎて程六表弟を送
る」詩（ 『合注』巻三〇）に「竹使 　
猶お分かつ 　
刺史の符、尚お方
まさ
に行
ゆく
ゆく尚書の
を
くつ
賜らん」とあり、刺史が地
方の長ならば、尚書は都の朝廷 おける尊い官職と捉えられていた。ここでは尚書を実際の官職としてではなく、民の劉季孫に対する尊敬をこめた呼称と考え 。
6○但見一句 　
凛凛は、劉季孫のきびしく厳格なさまをいう。 『後漢
書』孔融伝に「懍懍焉たり、皓皓焉たり、其れ
玉秋霜と比ぶるも可なり」とある。劉季孫に武人の風格があったこ
とは、作品番号一八一八（ 『蘇軾詩注解（ 六） 』 ）の
17 
18句参照。
7○入骨愛 　
好む程度が著しいことをいう。杜甫
「奉先の劉少府の新たに画
えが
ける山水の障の歌」 （ 『杜詩詳注』巻四）に「劉侯の天機精なり、画を愛して骨髄に入る」
とある。
8○蛾眉扶 　
美人（妓女）にたすけてもらうこと。蘇軾「将
まさ
に終南に往
ゆかんとし、 子由の寄せらるるに和す」
詩（ 『蘇東坡詩集』第一冊四四六頁）に「惟だ
墨を将
もて染濡を留めば、絶
はなは
だ勝る 　
酔倒して蛾眉に扶けらるるに」
とある。
9○肝肺 　
心の中。杜甫「鉄堂峡」詩（ 『杜詩詳注』巻八）に「飄
　
三年を踰
こゆ、 首
こうべ
を回
めぐ
らせば肝肺熱し」
とある。
10○四海
 
世の中を指す。蘇軾「李公択を送る」詩（ 『蘇東坡詩集』第四冊五二九頁）に「嗟
ああ　
余われ兄弟寡
し、四海
 
一の子由」とある。○霜鬢鬚 　
鬢も鬚も白くなっていること。蘇軾「郡人田・賀の二生が花を献ずるに謝
す」詩（ 『蘇東坡詩集』第三冊五一三頁） 何
いつ
か当
まさ
に霜鬢を鑷
ぬき、
いて満頭に挿して回るべき」とある。
11○欧
陽一句 　
原注にあるように欧陽は欧陽
（字は叔弼）を、趙は趙景
を、陳は陳履常を指す。しかし蘇軾は作品番号
一八二二「前韻を用いて雪の詩を作り、景文を留む」詩（ 『蘇軾詩注解（十六） 』 ）でも欧陽は、欧陽
・欧陽辯兄弟
を指しているので ここでも兄弟 指すと解することもできよう。一韓智
の聞書（ 『四河入海』巻二二の一）は「欧
陽ハ叔弼・季黙ノ二欧ゾ」と解釈している。 「皆な我が有 と 柳宗元「始めて西山を得て宴游する記」 （ 『柳河東集』巻二九）に「以
お為もえらく凡そ是の州の山水の異態有る者は、皆な我が有なり、と」とあるように、すべてが自分の所
有であるというのであり、ここでは欧陽・趙・陳という友が自分 ところにいてくれることをいう。
12○
　
わざわ
ざ遠回りして訪ねること。 『孫子』軍争
に「軍争の難
かた
きは、
を以て直と為し、患を以て利と為せばなり」とある。
蘇軾詩注解（十七）
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13○三黜柳 　
柳は柳戒之をさす。蘇門四学士のひとりである晁補之の『
肋集』巻二〇に「柳戒之と同
とも
に夜三学院
に過
よぎ
る」詩がみえ、柳戒之は蘇軾グループの周辺にいた人物と考えられる。 『論語』微子
にみえる司法長官を実直
に務めたために三たび黜
しりぞ
けられた魯の賢人柳下恵に、同姓のゆえになぞらえられている。
14○煖熱 　
宴で親しく談笑
するなかで暖かな陽気が満ちてくること。白居易「酒に対す 　
五首」その三（ 『白居易集箋校』巻二六）に「
さいわ
いに、
酒仙有りて相
あい
煖熱す、松・喬酔えば即ち前頭に到る」とある。蘇軾「柳子玉が
「
雪を喜ぶ
」
に和して次韻し……」詩
（ 『蘇東坡詩集』第三冊一八二頁）に「艶歌一曲 　
陽春を迴
めぐ
らし、坐
いながら高堂をして暖熱を生ぜしむ」とある。○餐
蘇 　
異境に幽閉されて食を絶たれ、毛のむしろをかじって生きながらえた漢の蘇武。 『漢書』蘇武伝に「單
ぜん
于う
ます
益ます
之を降
くだ
さしめんと欲し、廼
すなわ
ち武を幽
とら
えて大
だい
窖こう
の中に置き、絶えて飲食せざらしむ。天 　
雪雨
ふり、武 　
臥して雪と旃毛
とを齧
かじ
り
あわ
せて之を咽
のみ、数日までに死せず」とある。蘇軾は自分を同姓の蘇武になぞらえており、 「孫巨源の
水
の李・盛二著作に寄せて……五絶」その三に「
を齧む校尉 　
久しく朋無し」 （ 『蘇東坡詩集』第三冊四一七頁）とあ
る。その注を参照。
15○紅粉暗
 
妓女の器量が劣ること。孟郊「古楽府雑怨三首」その二（ 『孟東野詩集』巻一）に「夭
桃 　
花清晨、遊女紅粉新し、夭桃
 
花薄暮、遊女紅粉故
ふる
し」とある。○酸薄 　
食物の味が悪いこと。蘇轍 桑
そう
乾かん
を渡
る」詩（ 『欒城集』巻一六）に「会
たま
たま同
とも
に出入して凡そ十日、腥羶酸薄にして食す可からず」とある。
16○潁水清
而
　
潁河が清らかで美しいこと。 「
」はもともと女性の美しさをいうが、前句で妓女の容色が劣るのを詠じたの
に対して、潁河はそれを補うに足る美しさを持っていることをいう。潁州において蘇軾は、潁河をたびたび訪れて舟遊びをした。その潁河の美しさは、作品番号一七九三「潁に泛かぶ」詩（ 『蘇軾詩注解（十三） 』 ）に詳細に詠じられている。
17○風雨散
 
風雨のように散じてしまう人の別れをいう。王粲「蔡子篤に贈る詩」 （ 『文選』巻二三）に「風
のごとく流れ雲のごとく散じ、一たび
れて雨の如し」とある。蘇軾「喬太博 　
和せらる……」詩（ 『蘇東坡詩集』
第三冊四三七頁）に「須臾にして便ち笑うに堪えたり、万事 　
風雨散ず」とある。
18○対影一句 　
李白「月下に独
ひと
り
酌くむ 　
四首」その一（ 『李太白全集』巻二三）に「花間 　
一壷の酒、独り酌みて相親しむもの無し、杯を挙げて明月
を邀
むか
え、影に対して三人と成る」という句を踏まえて、蘇軾は友が去ったあと孤独になった自分を誰が気にかけてく
南山読蘇会
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れるだろうという。
19○帰帆泝江水 　
故郷に帰るため、 船で長江を
ること。 『春秋左氏伝』哀公四年「将
まさ
に江を泝っ
て
に
えい
入らんとす」の杜預の注に「流れに逆らうを泝と曰う」とある。長江を
り蜀へ帰ることは、蘇軾「西山詩和
する者三十余人……」詩（ 『合注』巻二七）にも「暮景を収めて田里に返り、 遠く江水を泝りて離堆を窮めんと欲す」と詠じられている。
20○春酒一句
 
李白「襄陽歌」 （ 『李太白全集』巻七）に「此の江若
もし変じて春酒と作
ならば、塁
麹
 
便ち築かん 　
糟丘台」とある。甘棠湖は江州の湖。 『玉海』巻二三に「江州の潯陽の南に甘棠湖有り。長慶二年
に刺史李渤が斗門を築立し、以て水勢を蓄洩す」とある。○〔原注〕 　
率然は、突然に。逆旅は、旅の途中で泊まる
客舎をいう。 ここでは旅先におい と捉えておく。 都頭は、 朝廷直轄の兵隊を統率する指揮使の次に位置する軍官。 『新唐書』巻五〇（兵志）に「僖宗 　
蜀に幸するに及び、田令孜は神策新軍を募りて五十四都と為し……左右神策大将軍
を以て左右神策諸都指揮使と為し、諸都は又た領
ひき
いるに都将を以てす、亦た都頭と曰う」とある。○〔＊＊〕 　
君前
有詩見寄云は、劉季孫の詩は、 『宋文鑑』巻二五に収める 「蘇内
に寄す」詩であり、その詩に蘇軾は次韻している。
蘇軾の次韻詩は、作品番号一七九五 劉景文が寄せらるるに次韻す」 （ 『蘇軾詩注解（十三） 』 ）である。重陽曽插菊花は、重陽節には菊花を頭に挿す風習があったことによる。杜牧「九日、斉山の登高」 （ 『樊川詩集 巻三）に「菊花 　
須すべから
く満頭に挿して帰るべし」とある。○〔＊＊＊＊〕 　
景文近卜居九江は、元祐六年の初めには劉季孫が蘇軾と
ともに江州に宅を購入し いたことが、 作品番号一七三二「劉景文路分が
「
上元
」に次韻す」詩（ 『蘇軾詩注解（十） 』 ）
の原注に「予れ旧
もと廬山に卜居せんと欲す。景文も近ごろ宅を江州に買う」とみえる。
　
白い雲は天の高くにあって呼ぶこともかなわず、明 い月光は庭の隅にとどまってくれましょうや。それな
のに景文どのは、八百里のかなたからわざわざ西に来られて、これというもてなしもないところに、何することなく十日間もおられます。　
通りすがりの者たちは、その人物を見知らぬままに「尚書さま」 呼んで、威風あ 類
たぐい
まれなそのお姿にた
だ見
み蕩とれるだけ。どうして知りましょうや、そのお方がとことん詩酒を愛して、酔いつぶれて美しい妓女に介
蘇軾詩注解（十七）
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抱してもらうことになるなんて。ただ一
の詩に思ったままを洗いざらいうたって、広い世間に蘇軾のひげが
すっかり白くなったことを知れ渡らせてしまうとは。
　
欧陽叔弼・趙景
・陳履常がみなわたしのところにいてくれて、どうして思いましょうや、あなたの車がわ
ざわざこんなところまでいらっしゃろうとは。そのあと三たび斥けられた柳戒之まであらわれて、ここ異境の地に苦しむ蘇とあたたかな酒をくみかわしてくれます。酒も肴もまずいし妓女の器量もさっぱりですが、ただ潁河だけは清く麗
うるわ
しい姿を見せてくれます。
　
ひとたび寂しい別れがおとずれて、みなが風雨のごとくに去ってしまうと、 （かの李白のように）影法師に
向きあっている月と私とを誰が念
おも
ってくれましょうか。 いつか蜀へ帰る私を乗せた舟が長江をさかのぼるとき、
あなたの住まいにほど近い甘棠湖 春の酒に変じてくれ こ でしょう。 
　
（担当 　
中 　
純子）
一八二六（施三一―一四）以
山
歐陽叔弼
へい
山ざん
を以
もつ
て欧
おう
陽よう
叔しゆく
弼ひつ
に贈
おく
る
1　
漫郞天骨淸 　　　
漫まん
郎ろう　
天てん
骨こつ
清きよ
く
2　
生與世俗異 　　
生うまれながら世
せ俗ぞく
と異
こと
なれり
3　
學
新有得 　　　
道みち
を学
まな
んで新
あら
たに得
うること有
あり
4　
爲貧聊復仕 　　　
貧まず
しきが為
ため
に聊
いささ
か復
また仕
つか
う
5　
于紅塵中 　　　
毎つね
に紅
こう
塵じん
の中
うち
に于
おい
て
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6　
嘗
靑霞志 　　　
嘗つね
に青
せい
霞かの
志こころざし
を起
おこす
7　
山輟
子 　　　
へい
山ざん　
輟やめて子
しに贈
おく
る
8　
莫
汚簪珥 　　　
簪しん
珥じに汚
けが
さしむる莫
なかれ
9　
寓目紫
間 　　　
目めを紫
し翠すい
の間
かん
に寓
ぐう
せよ
10　
安眠本非睡 　　　
安あん
眠みん　
本もと睡
ねむ
るに非
あら
ず
11　
夢中
爲鶴 　　　
夢むち
中ゆう　
化かして鶴
つる
と為
なり
12　
飛入長松寺 　　　
飛とんで長
ちよう
松しよう
の寺
てら
に入
いらん
○
山 　
枕
風。寝床の枕元に立てる小さな
風のこと。○欧陽叔弼 　
欧陽
のひ
こと。叔弼はその字
あざな
。 『蘇軾詩注解
（十三） 』に収める作品番号一七八七の詩の詩題の注を参照。
1○漫郎 　
唐の元結がその「自釈」の文（ 『新唐書』元結伝に引く）の中で、漫然と役人になった自分を、世の人が
「漫郎（ぶらり役人） 」と呼んだといったことに因む。 「秦観秀才が贈らるるに次韻す」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第四冊五九六頁）を参照。○天骨 　
天性、天賦の風格。蔡
「荊州刺史
侯の碑」 （ 『藝文類聚』巻五〇）に、 「視鑑は自然
に出で、英風は天骨に発す」とある。
5○紅塵 　
都の街路のあかい塵ほこり。 「孫巨源」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第二
冊一六四頁） を参照。次の作品番号一八二七の詩にあるように、 欧陽
は朝廷に出仕するため都にのぼるところであっ
た。
6○青霞志 　
高い志。隠棲したり道を修めたりすることについていう。江淹「恨みの賦」 （ 『文選』巻一六）に「青
霞の奇意を鬱
うつ
し、脩
しゆ
夜うや
の暘
あけざるに入る」とあり、李善注に「青霞の奇意は、志言の高きなり」とある。
7○
山 　
詩題の注を参照。○輟 　
途中でやめる。蘇軾が
山を使うのをやめて欧陽
に与えること。
8○簪珥 　
簪はかんざし
0
0
0
0。
珥は玉の耳飾り。 華やかに装った婦女をさす。 『史記』 外戚世家に 「帝 　
鉤こう
弋よく
夫人を譴責す。 夫人 　
簪珥を脱して叩頭す」
とある。あわせて「蘇州の太守王
おう
規き父ほが太夫人に侍して……」その二の注（ 『蘇東坡詩集』第三冊二七九頁）を参照。
9○紫翠 　
むらさきや緑の山容。
山に画かれた山をさす。杜牧 「早春 　
閣下に寓直し、 蕭九舎人も亦た内署に直す。
蘇軾詩注解（十七）
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因りて懐いを四韻に書して寄す」詩（ 『樊川文集』巻二）に「千峰 　
紫翠横たわり、双闕 　
欄干に凭
よる」とある。
10
○安眠一句 　
大岳周崇の引く王注（趙次公）は「言うこころは、但だ安眠する而
の已み、尋常の人の睡るに同じからざる
なり」 （ 『四河入海』巻二〇の一）という。一韓智
の聞書に「叔弼ドノ、目ヲ此ノ
山ノ紫翠ノ間ニ寓シテ、安眠シ
テ無心ニナリテイヨ」という。
12○長松寺 　
未詳。簡州（四川省）に唐代に建立された同名の寺があるというが（曹
学
『蜀中広記』巻八） 、関連づけるには無理があろう。ここでは寺の名ではなく、鶴がとまるにふさわしい立派な
松のある寺の意に解する。
　
ぶらぶら役人ど の天から授かった清らかな風格は、生まれながらにして凡俗のものとは違っておられる。
道を学んでまた新たに得るところがおありなのに、 このたびは口すぎのためとて再び仕官をなさる。 （しかし）世俗の塵の中に在ろうと、いつでも隠棲への気高い志をもっておられるのだ。
　
私の使ってきた屏山を なたに贈りましょう。かんざし
0
0
0
0やみみだま
0
0
0
0で派手に身を装った者には手を触れさせ
ませぬよう。屏山に描かれた紫や緑の山容に眼をやっていれば 単なる睡眠ではない、 （仏教でいう煩悩を消し去ったが如き） 真 安らかな心の状態を得ることができるという の。そして夢 なか鶴にすがたを変えて、高く立派な松のある寺へと飛びゆかれるがよろしいでしょう。
一八二七（施三一―一五）新渡寺席上次趙景
陳履常
歐陽叔弼比來
君唱和叔弼但袖手
睨而已臨別忽出一
頗有淵明風致
坐皆驚
新しん
渡と寺じの席
せき
上じよう
、趙
ちよう
景けい
・
きよう
陳ちん
履り常じよう
が韻
いん
に次
ついで、欧
おう
陽よう
叔しゆく
弼ひつ
を送
おく
る。比
この
來ごろ
諸しよ
君くん
唱しよ
和うわ
するに、叔
しゆく
弼ひつ
但た
だ手
てを袖
そで
にして
ぼう
睨げい
するのみ。別
わか
るるに臨
のぞ
んで、忽
たちま
ち一
いつ
を
ぺん
出いだす。頗
すこぶ
る淵
えん
明めい
の風
ふう
致ち有あり。坐
ざ　
皆み
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な驚
きよう
嘆たん
す
1　
神
不目全 　　　
神しん
と　
全まつた
きを目
もく
せず
2　
妙額惟粧
　　　
妙みよう
額がく　
惟ただ半
なか
ばを粧
よそお
う
3　
刀乃族
　　
刀かたな
を更
かうるは乃
すなわ
ち族
ぞく
4　
倚市必醜悍 　　　
市いち
に倚
よるは必
かなら
ず醜
しゆう
悍かん
5　
生魏公籌 　　　
平へい
生ぜい　
魏ぎ公こう
が籌
ちゆう
6　
忽
郢人
　　　
忽たちま
ち
人
えいひと
の
を
まん
るき
7　
詩書亦何用 　　　
詩し書しよ
も亦
また何
なん
の用
よう
ぞ
8　
須此
　　　
道みち
に適
ゆくには須
すべから
く此
ここ
に館
かん
すべし
9　
多言雖數窮 　　　
多た言げん　
数しば
しば窮
きゆう
すと雖
いえど
も
10　
中或排
　　　
微かす
かに中
あた
れば或
ある
いは難
なん
を排
はい
す
11　
子詩如淸風 　　　
子しが詩
しは清
せい
風ふう
の
12　
發將旦 　　　
りゆう
りゆう
として将
まさ
に旦
あけんとするに発
はつ
するが如
ごと
し
13　
胡爲久閉匿 　　　
胡なん
為すれぞ久
ひさ
しく閉
へい
匿とく
する
14　
綺語眞自患 　　
綺き語ご　
真まこと
に自
みずか
ら患
うれ
う
15　
許時笑我癡 　　
許そこ
時ばく　
我わが痴
ちを笑
わら
いて
16　
屋相詠
　　　
屋おく
を隔
へだ
てて相
あい
詠えい
嘆たん
す
17　
識
不
つい
に彦
げん
道どう
を識
しるや不
いな
や
蘇軾詩注解（十七）
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18　
絶叫呼百萬 　　　
絶ぜつ
叫きよう
して百
ひやく
万まん
を呼
よぶがごとし
19　
淸
固多士 　　　
清せい
朝ちよう　
固まこと
に多
た士し
20　
人門子皆冠 　　　
人じん
門もん　
子し　
皆みな冠
かん
たり
21　
莫言淸潁水 　　
言いう莫
なかれ 　
清せい
潁えい
の水
みず
22　
從此
河
　　　
此これ従
より河
か漢かん
を隔
へだ
つ、と
23　
異時我獨來 　　　
異い時じ　
我われ独
ひと
り来
きたりて
24　
得魚楊柳貫 　　
魚うお
を得
えて楊
よう
柳りゆう
もて貫
つらぬ
かん
25　
持歸不忍食 　　
持じして帰
かえ
りて食
くらうに忍
しの
びず
26　
尺素解凄斷 　　
尺せき
素そ　
凄せい
断だん
を解
とかん
27　
中有淸圓句 　　
中うち
に清
せい
円えん
の句
く有あり
28　
銅丸飛柘彈 　　
銅どう
丸がん　
柘しや
弾だん
に飛
とぶ
29　
春愁結凌
　　　
春しゆん
愁しゆう　
凌りよ
を
うし
結むす
ぶ
30　
正待一笑
　　
正まさ
に一
いつ
笑しよう
して
けと
んことを待
まつ
31　
百
儻寄我 　　　
百ひやつ
ぺん　
儻もし我
われ
に寄
よすれば
32　
呻吟
人緩 　　　
人
ていひと
の緩
かん
を呻
しん
吟ぎん
せしめん
○新渡寺 　
潁州の寺の名。詳細は明らかでないが、 潁水のほとりにあったと思われる。 「欧陽季黙の闕に赴くを送る」
詩（ 『蘇軾詩注解（十六） 』 ）に「辞する莫かれ 　
白酒の香泉を瀉ぐを、已に覚ゆ 　
舟の新渡を掠
かす
むるを」とある。
○趙景
・陳履常 　
趙令畤（景
はその字
あざな
）と陳師道（履常はその字）のこと。ともに、 『蘇軾詩注解（十二） 』に収
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める作品番号一七八五の詩の詩題の注を参照。○欧陽叔弼 　
欧陽
のひ
こと。叔弼はその字
あざな
。 『蘇軾詩注解（十三） 』に
収める作品番号一七八七の詩の詩題の注を参照。母の喪が明けた欧陽
は、礼部員外郎に任ぜられて（ 『続資治通鑑
長編』元祐七年正月己酉） 、都へ赴くところであった。○袖手
睨 　
何もせずにただ見ていること。袖手は、ふとこ
ろ手をする。
睨は、傍らで様子をうかがう。○淵明 　
晉の陶淵明のこと。
1○神
一句 　
神
は、きわめてすぐれた腕をもつ料理人（蘇軾の造語と思われる）で、 『荘子』養生主
に出てく
る
丁のこと。文恵君のために牛をさばいた
丁が、自分の技について述べた箇所に「始め臣の牛を解くの時、見る
所 　
牛に非ざる者無し。三年の後、未だ嘗て全牛を見ず。今の時に方
あた
りて、臣は神
しん
を以て遇して目を以て視ず」とあ
る。
2○妙額一句 　
妙額は美しい女性のこと。額は（眉 描く）ひたい。粧半は、 『南史』 （梁）元帝徐妃伝に「妃 　
帝の一目を眇
びよう
せるを以て、帝の将に至らんとするを知る毎に、必ず半面の粧を為
なして以て俟ち、帝 　
見れば則ち大い
に怒りて出づ」とあり、王注（趙次公）が指摘するように、後にこれを「徐妃の半粧」といった例もある（ 『唐
言』
巻一〇、
凝の故事） 。ここでは徐妃の故事をもとの意で用いるのではなく、美女はあまり濃い化粧をしないものだ
という見方をいったもの。
3○更刀一句 　
1句の注に引いた
丁のことばの続きに「良
は歳ごとに刀を更
かう。割
さけ
ばなり。族
は月ごとに刀を更う。折ればなり」 （ 『荘子』養生主
）とある。族
は、平凡な腕前の料理人。
4○倚
市一句 　
倚市（倚市門）は、 市場の門に寄りそって立ち、 通る人々に媚びを売る女のこと。 「僧潜が贈らるるに次韻す」
詩の注（ 『蘇東坡詩集』第四冊五六九頁）を参照。醜悍は先例を見ないが みにく 気があらい意であろう。
5○平
生一句 　
晉の魏
ぎ舒じよ
が鍾
しよう
毓いく
の長史であったときの故事。鍾毓が部下たちと射
しや
を行うとき、魏舒は射当てた数を籌
かずとり
で数え
るのが常だったが、あるとき射手 人数が足りず 魏舒 数合わせに起用した。魏舒は落ち着いて全ての的を射当ててみせ、並み居る者たちを驚嘆させた。鍾毓は「吾の以て
が才を尽くすに足らざること、此の射の如き有り、豈に
一事ならん哉
や」といった（ 『晉書』魏舒伝） 。籌は、かずとり。数をかぞえる竹の棒。
6○忽
一句 　
『荘子』徐無鬼
にみえる
えい
（楚の地名）の左官と匠石（大工の石
せき
棟梁）の故事。左官の鼻の頭に白い漆
しつ
が
くい
ハエの羽ほど薄くつい
ていた（漫）のを 匠石がまさかり
0
0
0
0を振るい風を巻き起こしてきれいに削り取り（
） 、左官は立ったまま顔色ひと
蘇軾詩注解（十七）
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つ変えなかった。
の訓はヌルで、 漫に通じる。
8○適道 　
正しい道に進むこと。 『論語』 子罕
に 「与
とも
に共に学ぶ可
べし、
未だ与に道に適く可からず。与に道に適く可し、未だ与に立つ可からず。与に立つ可し、未だ与に権
はか
る可からず」と
ある。
9○多言一句 　
『老子』第五章に「多言なれば数
しば
しば窮まる、中
ちゆう
を守るに如かず」とある。
10○微中一句 　
『史
記』滑稽列伝に「談言微
かす
かに中るは、亦た以て紛
ふん
を解く可し」とある。
7句から
10句までについて、一韓智
の聞書
に「此マデハ凡（ソ）ノ事ヲ云（フ）テ有ルゾ。サレドモ底ノ意ハ、叔弼ガ一
ノ詩ノ妙ヲ、スツト云フテ有ルゾ」
という。
11 
12○子詩・
二句 　
『漢書』李尋伝に「夫
それ日は、 衆陽の長にして、 輝光の燭
てらす所、 万里
を
ひかげ
同じうす、
人君の表なり。故に日将
まさ
に旦
あけんとして、清風発し、群陰伏
ふく
す」とある。
14○綺語 　
ふつうは美しい装飾的なことば
のことだが、 仏教では人の十悪の一つとして、 いつわり飾ったことばをいう。 「僧潜が贈らるる 次韻す」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第三冊五七二頁）を参照。
15○許時 　
長いあいだ。許は多い意。和訓ソコバクは数量の多いさま。陸游
「老学庵の北窓にて雑書す」詩（ 『剣南詩稿』巻六七）七首その二に「偶たま人間に住
とど
まりて遂に許時、残骸
 
自ら笑
う
 
尚お支持するを」という用例がある。
17 
18○竟識・絶叫二句 　
彦道は晉の袁
えん
耽たん
の字
あざな
。
博（樗
ちよ
蒲ぼ）に負けて借金
を作った桓温に頼まれて、服喪中にもかかわらず温の貸し主と勝負した。袁耽の
博の腕は有名だったが、貸し主は
相手がまさかその本人だ は思わず、
け金が十万銭、百万銭と上がっていくと、袁耽は点棒を投じては絶叫し、最
後に に対して「汝
つい
に袁彦道を識るや不
いな
や」といった（ 『世説新語』任誕
） 。
19○清朝 　
当代の王朝をさす美称。
20○人門 　
人の才能とその家柄。 『陳書』蔡凝伝に「黄散の職は、固より須
すべから
く人門に美を兼ぬべし」とある。
21 
22○
莫言・従此二句 　
河漢は天の川のこと。 『太平広記』巻六八に引く『霊怪集』 「郭
」に「且つ河漢隔絶せば、復た知
る可きこと無し」とある。
24○得魚一句「鳳
の八観、石鼓」詩（ 『蘇東坡詩集』第一冊三九三頁）の原注に、蘇軾
が目にした石鼓文（同三九四頁を参照）の一部が引かれる。その一節 「其の魚は維
これ何ぞ、維れ
しよ
 
維れ鯉
り、何を
以てか之を貫く、維れ楊と柳と」とある。一句は次の二句と関連する。
25 
26○持帰・尺素二句 　
尺素は、一尺の白
絹の意で、 手紙をいう。魚の腹から手紙が出てくる話 、 楽府古辞「飲馬長城窟行」 （ 『文選』巻二七）などに見える。「餘杭の法喜寺の寺後の緑野亭に宿して……」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第二冊二七五頁）を参照。ここでは蘇軾が欧陽
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からの手紙を得ることをいう。凄断は、悲しみにたえず、断腸の思いをすること。
27 
28○中有・銅丸二句 　
清円
は清らかでまるい（欠けたところがない）こと。銅丸は銅の弾丸。柘弾は柘
やまぐわ
の木で作った弾
はじ
き弓。何
「軽薄
」 （ 『玉
台新詠』巻五）に「柘弾 　
隋珠の丸、白馬 　
黄金の勒
ろく
」とある。二句は欧陽
の作る詩をたたえていう。 『南史』王
伝に謝
のことばを引いて「好詩は円美にして、流転すること弾丸の如し」という。
29○凌
　
流氷のこと。杜甫
「後苦寒行 　
二首」 （ 『杜詩詳注』巻二一）その二に「巴東の峡 　
凌
を生ず、彼
かの蒼
そう　
廻かい
斡あつ
す 　
人得て知らんや」 （蒼
は蒼天。廻斡は動かしめぐらす意）とある。
30○
　
とける。 『詩経』
はい
風ふう
「匏
ほう
有ゆう
苦く葉よう
」に「士 　
如もし妻を帰
めと
らば、
氷の未だ
けざるに
べ
およ
」とあり、 毛伝に「
は、 散なり」とある。
32○呻吟一句 　
『荘子』列御寇
に「
人の緩や、
裘きゆ
氏うし
の地に呻吟す。祗
まさ
に三年にして 　
緩 　
儒と為る。河は九里を潤し、 沢は三族に及ぶ」 とある。緩は架空の人物名。
呻吟は声に出してよむこと。郭象の注に「呻吟は、吟詠の謂
いい
なり」とある。
　
神わざの腕前をもつ料理人は牛の全体は見ず、絶世の美女はほどほどに化粧をしておくとか 月ごとに包丁
を取りかえるのはありふれた料理人だし、街なかで人を誘う手合いははすっぱ
0
0
0
0の醜
しこ
女めと知れている。
　
あなたは魏舒公がいつも 射の記録係をしたよう つつましやかなご様子でいながら、たちまち匠
しよう
石せき
が
えい
人ひと
の鼻についた漆
しつ
を
くい
削りおとしたかのような凄腕をふるわれた。 『詩』 『書』をどうして学ぶのかといえば、そ
れは正しい道に至らんがための宿場のようなもの。ことばかずが多すぎて窮苦を招くことは多いけれど、言うことが的
まと
にふれているなら災いを除くこともある。
　
あなたの詩は、清らかな風が明け方に（何にも妨げられず）吹きわたっていくようなすばらしさ。どう
ずっとそれを隠しておられたの 。ことさらに飾り立てた言葉ではない と心から悩まれたのだろう。長いあいだ私たちを愚か者と笑い つ、 隣の家でそれを嘆じておられたが、 百万銭を張って「いまこそ袁彦道を見知ったか」と叫び声 あげ（た袁
えん
の
たん
ように、ようやく詩人としての名乗りをあげ）られた。
蘇軾詩注解（十七）
二〇
　
まことに多士済々のわが朝廷にあっても、あなたならば人物・家柄ともに筆頭というもの。その朝廷にあな
たが行ってしまえば、この澄んだ潁水の流れが、天の川のように私たちを隔ててしまうなどとは申されぬように。いつか私が独りで（潁水 ほとりに）やってきて魚をとり、やなぎの枝で貫い 持ち帰っても、食べてしまう は忍びないだろう。魚の中にあるあなたからの手紙が別離 悲しみを解いてくれるのだから。
　
その手紙を読めば、清く円
まろ
やかな詩句が、銅の弾丸を柘
やまぐわ
の弓で放つように勢いよく連なっていよう。氷のよ
うに結んだ春の愁いも、それを見ればひと笑いする間に解けることだろう。も も百
もの詩を贈ってくれる
ようなら、あの
てい
人ひと
の緩
かん
のように、それをよくよく吟誦いたします。
 
（担当 　
西岡 　
淳）
一八二八（施三一―一六）次韻趙景
春思、且懷
越山水
趙ちよう
景けい
が
きよう
「春
しゆん
思し」に次
じ韻いん
し、且
かつ呉
ご越えつ
の山
さん
水すい
を懐
おも
う
1　
華來無窮 　　　
歳さい
華か　
来きたって窮
きわ
まり無
なく
2　
老眼久已靜 　　　
老ろう
眼がん　
久ひさ
しく已
すで
に静
しず
かなり
3　
春風如
馬 　　　
春しゆん
風ぷう
は馬
うま
を繋
つな
ぐが如
ごと
く
4　
未動
先騁 　　　
未いま
だ動
うご
かずして 　
意い先まず騁
はす
5　
西湖忽破碎 　　　
西せい
湖こ　
忽たちま
ち破
は砕さい
す
6　
鳥落魚動
　　　
鳥とり
落おちて 　
魚うお　
鏡かがみ
を動
うご
かす
7　
城理枯
　　
城しろ
を
っ
めぐ
て枯
こ
を
とく
理おさ
め
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8　
放閘
膠艇 　　　
閘こう
を放
はな
って膠
こう
艇てい
を起
おこさん
9　
願君營此樂 　　　
願ねが
わくは 　
君きみ　
此この楽
たの
しみを営
いとな
め
10　
官事何時
　　　
官かん
事じ　
何いず
れの時
とき
か
おわ
らん
11　
思
信偶然 　　　
呉ごを思
おも
うは 　
信まこと
に偶
ぐう
然ぜん
12　
出處付
定 　　
出しゆつ
処しよ　
前ぜん
定てい
に付
ふす
13　
飄然不
舟 　　
飄ひよう
然ぜん
たり 　
繋つな
がざるの舟
ふね
14　
此無盡興 　　　
此この尽く
つ
るなきの興
きよう
に乗
じよう
ず
15　
醉
行樂處 　　　
酔すい
翁おう　
行こう
楽らく
の処
ところ
16　
草木皆可敬 　　　
草そう
木もく　
皆みな敬
けい
す可
べし
17　
游北
　　　
明みよう
朝ちよう　
北ほく
渚しよ
に游
あそ
ばば
18　
急
葉徑 　　　
急きゆう
に黄
こう
葉よう
の径
みち
を掃
はら
わん
19　
白酒眞到齊 　　　
白はく
酒しゆ　
真まこと
に斉
せい
に到
いた
る
20　
紅裙已放
　　　
紅こう
裙くん　
已すで
に
を
てい
放はな
つ
元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。○趙景
　
趙令畤のこと、景
は字。作品番号一七八五「復た放魚の韻に次して、趙承議・陳教授に答う」詩
( 『蘇
軾詩注解（十二） 』
) の詩題の注を参照。
1○歳華 　
年月。また、 歳のはじめ。ここでは西湖の春景色の意をかける。南朝斉・謝
「休
きゆう
沐もく
して重ねて還る道中」
詩（ 『文選』巻二七）に「歳華にして春に酒有れば、 初服して郊扉に偃
ふせん」とある。
3 
4○春風・未動二句 　
繋馬は、
繋がれた馬。 『荘子』天道
の老子が士成綺を評した語に「馬を繋ぎて止
とど
むるに似たり」とあり、郭象の注に「志は
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奔馳に在り」とある。ここでは冬の終わりに春の兆しがすでに感じられることをいう。
5 
6○西湖・鳥落二句 　
西
湖は、潁州の西湖のこと。破砕は、ばらばらになること。ここでは湖面が波立つことをいう。杜甫「諸公が慈恩寺の塔に登るに同じくす」詩（ 『杜詩詳注』巻二）に「秦山 　
忽ち破砕す、涇
けい
渭い　
求む可
べからず」とある。魚動鏡は、魚
が水面を波だてるさま。韓
「寒食の日 　
出でて遊ぶ」詩（ 『韓昌黎集』巻三）に「宋玉庭辺 　
人を見ず、軽浪参
しん
差し
として 　
魚 　
鏡を動かす」 とある。二句は鳥や魚の動きによって西湖の湖面が波立つさまを描いたもの。
7 
8○
城・
放閘二句 　
はめぐること。理はととのえること。枯
は水の涸れたみぞ。放閘は、水門を開くこと。膠艇は、泥に
つかえて動かない舟。 『荘子』逍
遊
に「杯水を
堂
おう
の上に覆
くつがえ
せば、 則ち芥
かい　
之これ
が舟と為るも、 杯を置けば則ち膠
こう
す、
水浅くして舟大なればなり」とある。
9 
10○願君・官事二句
　
原注
に「清河・西湖の三閘、君を督して之を成さし
む」とある。清河は潁州の南を流れる潤水の支流。
7 
8句を承け、行楽に出かけるため趙景
に潁州の回りの水路を
さらってもらうことをいう。
12○出処一句 　
出処は、世に出て仕えることと、退いて民間にあること。身の振り方。
『易』繋辞上に「君子の道、 或いは出
いで或いは処
おる」とある。前定は、 運命により定められていること。 「径山の道中、
次韻して周長官に答え、重ねて蘇寺丞 贈 」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第三冊九〇頁）を参照
13 
14○飄然・乗此二
句
 
不繋舟は、 つながぬ舟、 人の世を超越した無念無想の心のたとえ。 『荘子』 列御寇
に 「汎
はん
として繋がざる舟の若
ごと
く、
虚にして遨遊する者なり」 とある。李白 「崔侍御に寄す」 詩 （ 『李太白全集』 一四） 「宛
えん
渓けい
の霜夜 　
猿を聴いて愁う、
国を去って長く繋がざる舟の如し」とある。無尽興は、尽きない楽しみ。乗興は、感興の湧くにまかせること。 「径山の道中、次韻して周長官に答え、重ね 蘇寺丞に贈る」詩の注（ 『蘇東坡詩集』第三冊九六頁 を参照。
15 
16○酔
翁・草木二句 　
酔翁は、欧陽修のこと。欧陽修は知
州の任に在ったとき「酔翁亭の記」を作り、自ら酔翁と号した。
『詩経』小雅「小弁」に「維
これ桑と梓と、 必ず恭敬す」とある。
17○北渚 　
渚は、 小さな中州。 『楚辞』九歌の「湘君」
に「朝に江
こう
皋こう
に騁
てい
しぶ
て、 夕べに節を北渚に弭
とど
む」とある。
19 
20○白酒二句
斉は、 「臍」に同じく、 へそ
0
0のこと。 『左
伝』荘公六年に「若
もし早く図らずんば、 後に君 　
斉ほぞ
を噬
かまん」とある。ここでは酒のうまみが腹まで届くことをいう。
『世説新語』術解
に「桓
かん
公に主簿の善く酒を別つ有り。酒有らば輒
すなわ
ち先に嘗めしむ。好
よき者は青州の従事と謂い、
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悪しき者は平原の督郵と謂う。青州に斉郡有り、平原に鬲
かく
県有り。従事は臍に到るを言い、督郵は鬲上に在りて住
とど
ま
るを言う」とある。紅裙は、赤いもすそ、女性を指す。陳後主「日出東南隅行」 （ 『楽府詩集』巻二八）に「紅裙 　
結
びて未だ解かず、緑綺 　
自おのずか
ら
つな
ぎ難し」とある。放
は、
声（みだらな音楽）を追いやる、すなわち禁絶すること。
『論語』衛霊公
に「
声を放ち、佞
ねい
人を遠ざく。
声は淫
いん
にして、佞人は殆
あやう
し」とある。 『漢書』礼楽志に「
を放
ちて雅に近づく」とある。
20句の原注に「酒は尚お香
こう
泉せん
一壷有り。楽全先生の為に服して、楽
がく
を作
なさざるなり」とあ
る。楽全は張方平のこ 、字 安道、号 楽全、謚は文定。元祐六年十二月太子太保致仕張方平が亡くなると（ 『続資治通鑑長編』巻四六八） 同月八日に蘇軾は「張文定公を祭る文 　
三首」 （ 『蘇軾文集』巻六三）を作った。張邦基『墨
荘漫録』巻五によれば、蘇軾は、唐代の僧が座主に服喪する形 倣って、張方平 弟 の礼を執り、潁州の仏寺で三か月服喪したという。この二句は、 酒を飲むは妨げないが 服喪中のため 歌妓を侍らせることは控えることをいう。
　
時の流れは速く、春景色もたちまち変じてしまうけれど 老 た私の目はもう久しく静かにそれを受け止め
ている。春風は繋がれている馬のように、動き出さないうちに気持ちが先走る。静かだった西湖の湖面が急に波立つのは、鳥が湖面に降り、魚が水面をうかがうからだ。町をめぐる涸れた水路をととのえて、水門を開いて動かなくなっていた舟を浮かべよう。そうすればわれわれは行楽できるから、君がその用意をし くれたまえ、役所のつまらぬ公務はどうせけじめがつかないものなんだから
　
いまはたまたま呉越のことを思っているけれども、出処進退はそもそも天命 よる のだ。繋いでいない舟
のように気ままに漂い、この尽きることのな 楽しみを存分によろこぼう。この潁州は酔翁（欧陽修）がかつて行楽なさった土地だから ゆかりのある草も木もすべてが敬 べきものだ。明日は北渚に遊びに行くということなので、急いで道の落ち葉を掃いておこう。おいしい酒が腹の奥底まで暖かくしてくれ ことだろう。楽全先生（張方平）の喪に服している だ ら、歌妓を侍らせ 用意はしてい いけ ども。
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（担当 　
蔡 　
毅）
一八二九（施三一―一七）次
陳履常張公
潭
陳ちん
履り常じよう
が「張
ちよう
公こう
の
りゆう
潭たん
」に次
じ韻いん
す
1　
經宣城宰 　　
経けい
に明
あき
らかなり 　
宣せん
城じよう
の宰
さい
2　
家此百尺瀾 　　
此この百
ひやく
尺せき
の瀾
なみ
に家
いえ
す
3　
不量力 　　
てい
公こう　
力ちから
を量
はか
らず
4　
敢以非
干 　　
敢あえて非
ひ意いを以
もつ
て干
おか
す
5　
玄
雜兩戰 　　
玄げん
黄こう　
両りよう
戦せん
を雑
まじ
え
6　
絳
表雙蟠
＊　　
絳こう
青せい　
双そう
蟠はん
を表
あらわ
す
7　
烈氣斃
　　
烈れつ
気き　
強きよう
敵てき
を斃
たお
すも
8　
仁心惻
　　
仁じん
心しん　
飢き寒かん
を惻
いた
む
9　
誠
必赴 　　
精せい
誠せい
にして
れ
いの
ば必
かなら
ず赴
おもむ
き
10　
苟
求亦
　　
苟こう
簡かん
なれば求
もと
むれども亦
また難
かた
し
11　
蕭條麥
枯
蕭しよう
条じよう
として麦
ばく
ぼう枯かれ
12　
蕩日
　　
浩こう
蕩とう
として日
じつ
月げつ
寛かん
なり
13　
念子無
責
念おも
う 　
子しは吏
り責せき
無なけれども
14　
十日
征鞍 　　
十じゆう
日じつ　
征せい
鞍あん
を勤
つと
む
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15　
春蔬得雨
　　
春しゆん
蔬
そ　
雨う雪せつ
を得
えて
16　
少助先生槃 　　
少いささ
か先
せん
生せい
が槃
ばん
を助
たす
けん
17　
不憚
來 　　
りゆう
も往
おう
来らい
を憚
はばか
らず
18　
而我獨宴安 　　
而しか
も我
われ独
ひと
り宴
えん
安あん
ならんや
19　
閉閤默自責 　　
閤こう
を閉
とざして黙
もく
して自
みずか
ら責
せむれば
20　
夜闌 　　
神しん
交こう　
清せい
夜や闌つく
〔原注〕事見
（事は
公の碑に見ゆ）
○元祐六年（一〇九一） 、五十六歳の作。○陳履常 　
陳師道のこと。陳師道、字は無己、一に字を履常といった。 『蘇軾詩注解（十二） 』に収める作品番号
一七八五の詩題の注を参照。○張公
潭 　
張公は、張
公。唐初、潁州の張路斯は
の化身であったとされ、潁州の
人がこれを張
公として
に祀ったという（唐・趙耕「張
公の碑」 ） 。蘇軾「聚星堂の雪 　
びに叙」詩（小川環樹
『蘇軾』下・四二頁）および『蘇軾詩注解（十六） 』に収める作品番号一八一八の詩題の注を参照。
潭は、
の住む
深い淵
ふち
。陳師道に「
潭」詩（ 『後山居士文集』巻四）があり、本詩はそれと同じ韻を用いている。
1○明経一句 　
一句は、 張路斯は、 十六歳で官吏登用試験の明経科に及第し、 唐の景
中（七〇七―七一〇）に宣城（安
徽省の県名）の令（長官）をつとめたという。詩題の注に引く作品番号一八一八の詩題の注を参照。
2○百尺瀾
 
瀾
は波。百尺瀾は、
の棲む水が極めて深く、波立っていることをいう。
3○
公 　
公。
祥遠に化していた
の
こと。原注に見える趙耕「張
公の碑」に、
祥遠に化していた
が、張路斯に化していた
に戦いを挑んだと う
記述がある。○不量力 　
自らの力量を正確にはかれないこと。 『左伝』隠公十一年に、国を滅ぼす君主が犯す「五不
」
い
の一つとして見える。
4○以非意干 　
非意は、 心なしに、 の意。蘇軾「孔密州が五絶に和す 　
堂後の白牡丹」 （ 『蘇
東坡詩集』第四冊二四三頁）に「何ぞ似
しかん 　
後堂 　
氷玉潔く、 遊蜂 　
非ひ意いに相
あい
干おか
さざるに」とある。その注を参照。
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5 
6○玄黄・絳青二句 　
二句は、張
公と
公とが激しく戦ったさまを述べている。玄黄は、玄（黒）と黄色、陰
陽二頭の
の血の色。 『周易』坤卦の上六の爻辞に「
　
野やに戦う、其の血 　
玄黄」とある。双蟠は、二頭の
。絳
青は、赤と青。原注に見える趙耕「張
公の碑」に、張
公と
公は、それぞれ赤色・青色の領
ひれ
を旗じるしとした
という記述がある
7 
8○烈気・仁心二句 　
二句は、張
公が非常に強くて、
公という手強い敵を打ち負かす一
方で、仁徳に厚く、人々の艱難を思いやり憐れむ心を持つことを述べる。烈気は、剛直な気。ここでは張
公の勢い
をいう。強敵 手強い敵。ここでは
公をいう。
9○精誠 　
純粋かつ誠実であること。詩題の注に引く作品番号
一八一八の詩に「精誠 　
苟くも貫く可
べくんば、 賓主 　
真まこと
に相陪せん」とある。その注を参照。
10○苟簡一句 　
一句は、
張
公が、誠意には必ず応じてくれると述べた
9句に対して、祈る気持ちがいい加減では叶えられないと述べる。苟
簡は、いい加減にする、なおざり。 『漢書』董仲舒伝に 其の心は尽
ことごと
く先王の道を滅
ほろ
ぼして、
ら
もつぱ
自恣苟簡の治を為
さんと欲す」とある。 『四河入海』巻八の四に引く一韓智
の聞書に「若 （シ） 祈
イノ
ルコトガ聊爾ニシテ精誠ナラザレバ、
其ノ求ムルコトガ叶
カナ
イ難 （イ） ゾ」とあり、また「或ル説ニハ、言 （フココロハ） 、神ハ本 （ト） 簡略ナル者ナレバ、之 （ニ）
就 （キテ） 求 （ム） ル事モ 亦難 （イ） ゾ サノミ用ヲ云ヘバ、 ワルイ程ニ、 エ云ハヌゾ」 と二通りの説が見える。ここでは、祈りがいい加減、すなわち精誠でないならば、祈りは通じ難いという意にとる。
11○蕭条一句 　
一句は、長く続く日
照りによって麦畑が一面枯れたさまを詠じる。一韓智
の聞書に 「言 （フココロ） ハ、 天旱シテ麦ナンドモ枯 （レル） ゾ」
とある。蕭条は、 生気の無いさま。○
　
大麦。蘇軾「郡中の同僚が雨を賀するに答う」詩（ 『合注』巻一八）に「城
に登りて
麦を望めば、緑浪 　
風に掀
きん
舞ぶす」とある。
12○浩蕩一句 　
一句は、
11句で述べた深刻な日照りが、延々と
続いて、いつになったら雨が降るか知 ないことを述べる。浩蕩は、長く広く続くさま。潘岳「河陽県の作 　
二首」
その一（ 『文選』巻二六）に「洪流 　
何ぞ浩蕩たる、脩芒 　
鬱として
ちよう
嶢ぎよう
たり」とある。一韓智
の聞書には「此ノ
旱ハ、浩蕩トシテ、イツマデモテリソウナゾ。又ハ言 （フココロ） ハ、天旱スルコトガ浩蕩トシテ、日
ヒ久シキゾ。サル
程ニ、麦ナンドモ枯 （レ） テノクルゾ。天旱以来、已ニ日月ヲ経ル事ガ甚ダ久 （シキ） 程ニ、寛
ヒロ
シト云 （フ） ゾ」とある。
13 
14○念子・十日二句 　
二句は、陳師道が、日照り対策の責任がある立場ではないにも拘わらず、潁州西湖辺の行
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祠に蔵されている張
公の
骨を持ち出すために出向き、祀り終えて再び
骨を行祠に戻す一行に加わったことを述
べる。○吏責 　
官吏としての責任。ここでは日照り対策を講じる責任。一韓智
の聞書に 「又 （タ） 或 （ルイハ） 云 （ク） 、
陳履常 　
吏ノ督責ヲ待タズシテ出祭ナリ」とあり、 吏責を、 役人からの依頼と見ることもできる。○征鞍 　
遠征の馬。
杜審言「嵐州を経て行く」詩（ 『全唐詩』巻六二）に「自ら驚く 　
遠役に牽かれ、 艱険 　
征鞍を促すを」 。
15 
16○春蔬・
少助二句 　
二句は、雪が降ったことを雨乞いが効を奏したものとして喜び、この雨によって生長した野菜が来春には
収穫され、それが学者陳師道の質素な食事の足しになるだろうという予想を述べている。先生槃は、教師の貧しい食事。槃は、盤と同じく、大皿。先生は、陳履常を指す。この時、潁州の州学教授であった。唐代、左庶子（東宮侍従職）であった薛令之の食事は、 大皿に苜
もく
蓿しゆく
（うまごやし）の料理を盛ったものであったという故事があり（ 『唐
言』
巻一五 、州学教授の 師道の暮らしの貧しさをそれに擬えてい 。蘇軾 子由の
「
柳湖 　
久しく涸れて、忽ち水有
り……
」
に和す 　
二首」その二（ 『蘇東坡詩集』第二冊二五二頁）の注を参照。
17○
不一句 　
一句は、
13 
14句で、
降雪を
の恵みとして詠じたのを承けて、雨乞いの祭祀に応じた張
公が、迎えられたり送られたりするのを嫌がら
なかった、と擬人化している。
18○宴安 　
くつろいで、緊張が無いさま。 『左伝』閔公元年に、管仲が斉侯を戒めて、
「宴安は酖毒なり、懐
おも
う可
べからず」と言ったという記事が見える。
19○閉閤一句 　
閉閤は、部屋にこもること。閤は、
くぐり戸、ひいて部屋をいう。蘇軾「除夜の病中、段屯田に贈る 蘇東坡詩集』第三冊四三一頁） 参照。漢の韓延寿や後漢の呉祐は、それぞれ長官の任にあった地で、民 間でもめごとが起きるとこれを嘆き、自宅に閉じこもって自らを責めた。やがて の任地で もめごとが起きなくなったという故事 あり、蘇軾は知事である自らの心境を重ねている。一韓智
の聞書に「坡 （ノ） 言 （フココロ） ハ、我黙シテ自 （ラ） 愧ヂ自 （ラ） 責 （ム） ルゾ。其ノ心ガ張
公ニ感通シテアルヤラウ、 今夜、 夢ニ張
公ヲ見テアルゾ。神交ト云 （フ） ハ、 両方相感ジテ夢ニ見 （ル） ヲ云 （フ） ゾ。
20○神交一句 　
一句は、
19句で自ら部屋にこもって黙して責めることを述べたのを踏まえ、そうした蘇軾の至誠に感
じた張
公が、清浄な夜間に、蘇軾と心を通わせる いう。神交は、心意投合すること。清夜は、清浄な夜。世俗の
ことに煩わされる昼とは違い、夜の清らかな気の中で佳
よき夢を見るということを、蘇軾は幾つかの詩において詠じて
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いる。例えば「劉長安が薛周の逸老亭に題するに和す。……」詩（ 『蘇東坡詩集』第一冊二五八頁）に「今に至るまで清夜の夢、尚
なお冠の頭
こうべ
を圧するかと驚く」とある。万里集九の説に「凡ソ至誠互 （イ） ニ感ズルトキンバ、互 （イ） ニ
夢ミル。是ヲ神交ト云フ也。此 （ノ） 句意、先生ノ至誠、
公ト相通 （ズル） 也」とある。闌は、盛りを過ぎて尽きてゆ
くこと。○〔原注〕 　
公碑は、詩題の注に引く唐・趙耕「張
公の碑」をいう。
　
経書によく通じて宣城の長官であった張
公は、この深さ百尺の水中に棲んでおられました。
公は自ら
の力量もわきまえず、向こう見ずにも不意打ちに挑みかかってきました。　
赤い旗じるしと青い旗 るしの二頭の
が取っ組み合って、黒い血・黄色い血を流して二度も戦いました。
ほとばしる気勢で手
て強ごわ
い敵を粉砕した張
公ですが、仁の心をもって人々が飢え凍えるのを深く憐れみます。
誠心誠意に祈れば必ず助けに来てくれますが、いい加減では願っても叶えられることは難しい。
　
（この秋）麦畑は枯れて生気なく広がり、いつ果てるともなく日照りが続いていました。あなたは雨乞いの心配をしなければならない役目でもないのに、十日もかけて馬の背 揺られて
骨を迎え送りなさいました。
この雨のおかげで春に野菜が採
とれたら、陳先生の貧しいお食事にはいくらかの足しとなるでしょう。
　
張
公がはるばると迎えられて往き来することを厭わなかったのですから、私一人だけのんびりしていられ
ましょうか。部屋に閉じこもってじっとわが身を反省していると、 （私の至誠に感じた）
公と私の忘形の交
わりは清浄な気の夜間 盛んとなり、夜明けまで続いて尽きていきます。 
（担当 　
原田直枝）
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